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新
千
円
券
肖
像
・ 

北
里
柴
三
郎
の
出
身
地
か
ら

の
レ
ポ
ー
ト
（
熊
本
支
店
）

▼
新
千
円
券
の
肖
像
に
採
用
さ
れ
た

北
里
柴
三
郎
は
、
熊
本
県
阿
蘇
郡

小
国
町
の
出
身
で
す
。
昨
年
、
生
誕

一
七
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
券

の
「
顔
」
に
な
っ
た
こ
と
で
、
県
民

の
柴
三
郎
へ
の
関
心
が
一
層
高
ま

り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。

▼
例
え
ば
、
小
国
町
の
北
里
柴
三
郎

記
念
館
で
は
、
昨
年
九
月
に
シ
ア

タ
ー
ホ
ー
ル
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
た
こ
と
も
あ
り
、
来
場
者
数
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
柴
三

郎
ゆ
か
り
の
熊
本
大
学
医
学
部
な
ど

に
よ
る
顕
彰
事
業
と
し
て
、
講
演
会

や
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
地
元
企
業
が
関
連

グ
ッ
ズ
を
新
た
に
販
売
す
る
動
き
も

み
ら
れ
ま
す
。

▼
こ
う
し
た
中
、
熊
本
支
店
で
は
、

支
店
長
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

り
、
支
店
見
学
用
の
展
示
物
と
し
て

新
千
円
券
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
を
新
設

す
る
な
ど
、
柴
三
郎
に
関
す
る
広
報

の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
郷
土
の
偉
人　

北
里
柴
三
郎
」
と

記
し
た
看
板
は
、
当
店
職
員
の
手
作

り
で
、
文
字
の
部
分
に
は
銀
行
券
の

裁
断
片
を
施
し
て
い
ま
す
。
支
店
見

学
の
案
内
は
、
熊
本
支
店
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
一
四
回  

南
海
地
震 

金
融
対
策
連
絡
会
議
を
開
催 

（
高
知
支
店
）

▼
三
月
二
十
九
日
、
高
知
支
店
お
よ

び
財
務
省
四
国
財
務
局
高
知
財
務
事

務
所
は
、
二
八
の
県
内
所
在
金
融
機

関
お
よ
び
防
災
関
係
者
に
参
加
い
た

だ
き
、
標
記
会
合
を
五
年
半
ぶ
り
に

開
催
し
ま
し
た
。

▼
標
記
会
合
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

発
生
時
に
金
融
面
の
円
滑
化
を
図

る
よ
う
相
互
に
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
等
を
目
的
に
、
二
〇
〇
三
年
か
ら

継
続
的
に
開
催
し
て
お
り
、
今
回
が

一
四
回
目
と
な
り
ま
す
。

▼
今
回
の
会
合
で
は
、
高
知
県
南
海

ト
ラ
フ
地
震
対
策
課
、
日
本
銀
行
高

知
支
店
、
高
知
財
務
事
務
所
が
、
最

新
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
の

被
災
想
定
や
業
務
継
続
体
制
強
化
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
上

で
、
参
加
者
間
で
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

▼
今
後
も
、
引
き
続
き
関
係
者
間
で

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
県
内
金
融
関

係
者
の
業
務
継
続
体
制
の
強
化
や
被

災
時
の
金
融
面
の
円
滑
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

▼
本
会
合
の
議
事
は
、
高
知
支
店
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
短
観
」
は
二
〇
〇
回
目
の 

調
査
を
迎
え
ま
し
た

▼
一
九
七
四
年
に
始
ま
っ
た
「
短
観

（
全
国
企
業
短
期
経
済
観
測
調
査
）」

は
、
二
〇
二
四
年
三
月
調
査
を
も
っ

て
、
二
〇
〇
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

▼
短
観
は
、
全
国
の
企
業
動
向
を
的

確
に
把
握
し
、
金
融
政
策
の
適
切
な

運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

統
計
調
査
で
す
。
企
業
が
自
社
の
業

況
や
経
済
環
境
の
現
状
・
先
行
き
に

つ
い
て
ど
う
み
て
い
る
か
、
と
い
っ

た
項
目
に
加
え
、
売
上
高
や
収
益
、

設
備
投
資
額
と
い
っ
た
事
業
計
画
の

実
績
・
予
測
値
な
ど
、
企
業
活
動
全

般
に
わ
た
る
項
目
に
つ
い
て
、
四
半

期
（
三
、六
、九
、十
二
月
）
ご
と
に
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
企

業
は
、
中
小
企
業
が
約
半
数
を
占
め

る
な
ど
全
国
の
幅
広
い
企
業
と
し
て

お
り
、
そ
の
数
は
約
一
万
社
を
数
え

ま
す
が
、
毎
回
ほ
と
ん
ど
の
企
業
に

ご
回
答
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
（
三

月
調
査
の
回
答
率
は
九
九
％
）。
こ

れ
ま
で
の
間
、
調
査
対
象
企
業
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
協
力

を
た
ま
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

▼
調
査
開
始
以
来
五
〇
年
の
年
月
の

中
で
、
経
済
構
造
の
変
化
や
回
答
の

ご
負
担
を
勘
案
し
な
が
ら
、
調
査
項

目
の
改
廃
や
業
種
分
類
の
見
直
し
の

ほ
か
、
現
在
で
は
約
七
五
％
の
調
査

対
象
企
業
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
の
導
入
な
ど
、

時
代
に
合
わ
せ
た
変
化
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

▼
「
短
観
」
を
次
の
五
〇
年
に
も
続

け
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
不

熊本支店見学展示物
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断
の
見
直
し
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
調
査
へ
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
調
査
結
果
は
、
日

本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
開
催

▼
一
九
八
三
年
以
来
、
日
本
銀
行
は
、

金
融
研
究
所
に
お
い
て
国
内
外
の
著

名
な
経
済
学
者
や
中
央
銀
行
関
係
者

を
招
い
た
国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
多
角

的
レ
ビ
ュ
ー
の
一
環
と
し
て
、「Price 

D
ynam

ics and M
onetary Policy 

C
hallenges 

─ Lessons Learned 
and G

oing Forw
ard 

─
」（
物
価

変
動
と
金
融
政
策
の
課
題
─
教
訓
と

展
望 

─
）
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
五
月

二
十
七
日
、
二
十
八
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

▼
植
田
和
男
総
裁
の
開
会
挨
拶
、
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ジ
ョ
ン
・
テ

イ
ラ
ー
教
授
に
よ
る
前
川
講
演
（
金

融
研
究
所
発
足
時
〈
一
九
八
二
年
〉

の
前
川
春
雄
総
裁
の
名
を
冠
し
た
ス

ピ
ー
チ
）、
内
田
眞
一
副
総
裁
、
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
マ
ー
カ
ス
・
ブ

ル
ネ
ル
マ
イ
ヤ
ー
教
授
に
よ
る
基
調

講
演
に
続
き
、
物
価
変
動
や
伝
統
的
・

非
伝
統
的
金
融
政
策
の
効
果
に
関
す

る
研
究
発
表
・
パ
ネ
ル
討
議
が
行
わ

れ
、
中
央
銀
行
が
こ
れ
ま
で
得
た
教

訓
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
議
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

 
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
パ
ネ
ル（
第
八
回
）：

金
融
取
引
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
０
０
２
２
の
導
入
と
将
来

の
決
済
取
引
」
を
開
催

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
二
月
二
十
七

日
に
標
記
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
ま

し
た
。

▼
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
は
、
金
融

取
引
の
情
報
伝
送
に
用
い
る
電
文

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
ル
ー
ル
や
手
続
き

を
定
め
た
国
際
標
準
規
格
で
す
。
世

界
中
の
主
要
な
決
済
シ
ス
テ
ム
で
導

入
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
銀
行
間
の

国
際
送
金
に
用
い
ら
れ
る
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
と
い
う
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
二
〇
二
三
年
三
月
よ
り
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
０
０
２
２
採
用
に
向
け
た
対
応
が

始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
世
界
中
で

電
文
の
標
準
化
が
進
め
ば
、
事
務
リ

ス
ク
軽
減
や
事
務
処
理
速
度
の
向
上

が
期
待
で
き
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送

金
を
含
む
金
融
取
引
の
改
善
や
効
率

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
当
日
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
規

格
の
概
要
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
仕
組
み

と
進
捗
中
の
規
格
改
定
で
新
た
に
創

設
さ
れ
る
パ
ー
ト
や
、
国
際
的
な
導

入
状
況
と
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
市

場
の
構
造
変
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
規
格

策
定
に
参
画
さ
れ
て
い
る
専
門
家
や

金
融
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
実
務
家
の
方
々
と
、
資
金
・

証
券
と
い
っ
た
金
融
取
引
に
お
け
る

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
の
導
入
が
将
来

の
決
済
取
引
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も

た
ら
す
か
、
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
議
論
し
ま
し
た
。

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
分
野
の
国
際
標
準
化
を
検
討
す
る

国
際
標
準
化
機
構
・
金
融
サ
ー
ビ
ス

専
門
委
員
会
（
Ｔ
Ｃ
68
）
の
国
内
委

員
会
事
務
局
を
務
め
て
い
ま
す
。
金

融
サ
ー
ビ
ス
分
野
の

標
準
化
に
関
心
の
あ

る
方
は
、
日
本
銀
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
分
科
会

（
第
六
回
）」
を
開
催

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
二
〇
二
三
年

十
二
月
十
一
日
に
標
記
会
合
を
開
催

し
ま
し
た
。

▼
会
合
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
科
会

と
同
様
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

①
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
改
善
の

優
先
取
組
分
野
を
含
む
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
報
告
書
、
②
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
０
０
２
２
の
仕
様
に
か
か
る
共
通

要
件
に
関
す
る
報
告
書
と
い
っ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
な
作
業
の
進
捗
状
況
が
紹

介
さ
れ
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
ほ
か
、

③
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
（
注
）
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

▼
①
で
は
、
ま
ず
、
金
融
安
定
理
事

会
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
の
「
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー

送
金
の
目
標
達
成
に
向
け
た
年
次
進

捗
報
告
書
：
２
０
２
３
年
Ｋ
Ｐ
Ｉ
報

告
書
」
で
示
さ
れ
た
進
捗
状
況
が
主

に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
規
制
対
応
や
商
慣
習
が
送
金
の

ス
ピ
ー
ド
改
善
の
阻
害
要
因
と
な
っ

て
い
る
と
い
っ
た
声
や
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
０
０
２
２
の
採
用
に
よ
る
Ｓ
Ｔ
Ｐ

開会挨拶を行う植田和男総裁
（撮影：野瀬勝一）
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編 集 後 記 （S
traight Through P

rocessing

）

化
を
通
じ
て
規
制
対
応
の
効
率
化
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
個
別

行
の
取
り
組
み
と
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
業
の
発
生
す
る
異
例
事
務
の
削

減
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

▼
②
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
の

採
用
に
お
け
る
調
和
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
二
〇
二
三
年
、
市

中
協
議
を
経
て
最
終
化
さ
れ
た
報
告

書
の
内
容
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
報
告
書
で
示
さ
れ

た
共
通
要
件
は
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム

開
発
を
伴
う
見
通
し
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
共
通
要
件
の
適
用
方
法
や
本
邦

シ
ー
保
護
の
両
立
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
近
年
、
多
く
の
組
織
が
、
戦
略
的

に
デ
ー
タ
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
際
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

へ
の
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
専
門
家

の
方
々
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に

つ
い
て
、
技
術
と
制
度
の
両
面
か
ら

解
説
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
利
用
に

当
た
っ
て
の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

▼
当
日
の
議
論
の
模
様
や
講
演
資
料

は
、
日
本
銀
行
金
融

研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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■今号発刊の翌週７月３日に、いよいよ新しい日本銀
行券の発行が開始されます。
■「対談」では、新五千円券の顔となる津田梅子の生
涯について、津田塾大学の髙橋学長に内田副総裁がお
話を伺っています。日本初の女子留学生、津田塾大学
の前身となる私塾の創立者といった良く知られている
面だけでなく、内外の協力者から資金を集める起業家
としての側面、女子教育に込めた思いなど、もっとも
っと梅子の生涯を知りたくなる内容となっています。
■また、「エッセイ」には新一万円券の顔となる渋沢
栄一の玄孫である渋澤健さんに寄稿していただいたほ
か、「トピックス」として、新千円券の顔となる北里
柴三郎の出身地、熊本からのレポートも掲載していま
す。このほか、「FOCUS BOJ」では、新しい日本銀行
券の発行に向けて、これまで日本銀行が行ってきたさ
まざまな準備や取り組みを紹介しています。
■皆さんが新しい日本銀行券を手にされた際、その背
後にあるストーリーに思いをはせるお役に立てば、嬉
しく思います。 （小牧）

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、
アンケートよりお寄せください。日本
銀行のホームページからインターネット
でもアンケートにご回答いただけます。
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